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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 企画総務部 企画・総務グループ　TEL：075-315-9234  E-mail：somuka@ki21.jp
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研究用として特殊な血球細胞を
提供する事業を展開
　当社は、再生医療技術を活用して研
究用の特殊な血球細胞を作製・提供す
る企業として2016（平成28）年に設立
しました。代表取締役の宮﨑和雄は、世
界的に重大な社会課題となっているマ
ラリア感染症に関心を持ち、これまで

京都大学、長崎大学との共同研究で、マラリアの創薬研究に必
要な血球細胞の開発・事業化に力を注いできました。その取り
組みを継続・発展させることが、起業の目的でした。
　当社の強みは、遺伝子編集技術を駆使して、ターゲットとす
るウイルスに感染しやすく、かつ増殖しやすいといった研究に
適した特長を備えた細胞を作製できるところにあります。加え
て、均一性の高い細胞を大量培養する技術によって、コストを
抑えつつ安定して供給することも可能にしています。感染症や
血液疾患の創薬研究においては、血液中の血球細胞に病原体
を感染させて培養し、そのメカニズムを解明したり、薬効を確
かめる必要があります。日本では主に献血などによって提供さ
れたヒトの血液をもとに研究が行われていますが、こうした血
液は必ずしも研究に適しているとはいえません。特に当社が
ターゲットとする三日熱マラリアの原虫は、赤血球になる前段
階の未成熟な血球にしか感染しないため、研究には血球細胞
が不可欠です。当社は、ES細胞やiPS細胞を分化・誘導し、赤血
球になる前の血球細胞を開発。この未分化細胞を研究用とし
て大量に培養し、安定して供給できる技術を確立しました。

　現在、マラリア研究用の幼若赤血球様細胞の他、デング熱な
どその他の感染症や血液疾患の研究に適したミエロイド（骨
髄）系細胞「Mylc（ミルク）」シリーズを開発し、大学や研究機
関、製薬企業などに提供しています。ミエロイド系細胞は生体

でウイルスを取り込むなど免疫反応を司っており、多様な感染
症研究で必要とされます。現在感染症研究に多く用いられてい
る細胞は、ワシントン条約の対象であるサルの腎臓由来の細胞
で、日本では入手が難しいことに加え、薬効などを確かめる際
にヒトと同じ作用を示すとは限らないという問題もあります。
「Mylc」シリーズならこうした課題を解決し、研究に貢献するこ
とができます。

新型コロナウイルス研究に貢献する血球を開発
　当社の作製する血球様細胞は、多様な感染症や血液疾患の
研究用としても活用できる可能性があります。その一つが、新
型コロナウイルスの研究用途への展開です。現在も世界的に
感染が拡大し続けており、一刻も早いワクチン・治療薬の開発
が待たれています。このたび令和2年度「新型コロナウイルス
感染症対策技術結集事業」に採択され、このウイルスの研究に
役立つ血球様細胞を世界の研究者に届けることを目指し、開発
に取り組んでいます。当社では、遠方にも安全に細胞を届けら
れる配送方法を構築しており、完成した際には、日本はもとより
世界に製品を供給していきたいと考えています。
　今後、さらに製品ラインアップを増やしていく計画です。また
新薬・ワクチンの研究用のみならず、完成した新薬・ワクチンの
安全性評価にも当社製品の活用可能性は広がります。将来は
世界中から「血球（細胞）ならマイキャン・テクノロジーズ」と頼っ
ていただけるようになるのが目標。これからも血球の提供を通
じて、世界の感染症・血液疾患の治療に貢献していきます。
Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役／宮﨑 和雄
●所　在　地／京都市西京区御陵大原1-36 京大桂ベンチャープラザ
●電　　　話／075-381-3008
●事 業 内 容／再生医療技術を活用した薬・ワクチン評価用血球様細胞製品の
　　　　　　　製造・販売

https://www.micantechnologies.com/home-2
マイキャン・テクノロジーズ株式会社

「京都エコノミック・ガーデニング支援強化事業」活用企業紹介
平成30年度「京都エコノミック・ガーデニング支援強化事業」を活用されたマイキャン・テクノロジーズ株式会社の宮﨑和雄社長
に、再生医療技術を使用した研究用血球細胞製品の開発と販売について、さらに新型コロナウイルス研究への展開についてお話
を伺いました。

取  材

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 イノベーション推進部 産学公住連携グループ　TEL：075-315-9425  E-mail：sangaku@ki21.jp

代表取締役　宮﨑 和雄 氏

新たな細胞製品を研究・開発

研究とともに生産体制を構築

　新型コロナウイルス感染症の収束が見えない中、引き続き拡大防止対策の充実に努めるととも
に、社会経済活動を段階的に取り戻していく必要があります。当財団では、この危機を乗り切るため
に懸命に取り組まれている中小企業のみなさまの声をきめ細やかにお聞きし、そのご相談に伴走し
ながら対応して、しっかりと応援していきます。

◆中小企業等再出発相談窓口
　経営が悪化している中小企業の再出発に向けた経営改善を応援するため、当財団、京都府よろず支援拠点、（一社）
京都府中小企業診断協会及び京都府が連携して、専門家による伴走支援を行う無料相談窓口を設置しています。
○相談時間：平日9時～１７時
○設置場所：当財団 お客様相談室（京都市下京区中堂寺南町134 京都府産業支援センター）
○実施内容：●中小企業の経営改善のための専門家による無料窓口相談や無料派遣

●丹後、中丹、南丹、乙訓、山城の各地域における無料相談会
●必要に応じて診断士や公認会計士等による専門家チームを編成し、再出発に向けた計画策定や計画
実行を伴走支援

◆中小企業緊急経営支援コールセンター
　国や金融機関、中小企業応援隊、ハローワーク等における各種支援施策の多様な相談や申請手続きをワンストップで
ご案内するとともに、中小企業診断士が無料で専門相談に応じます。
○相談時間：平日9時～１７時

１ 窓口相談

TEL.075-315-9908　E-mail:keieicall@ki21.jp　FAX.075-315-9091

（フリーダイヤル）0120-555-182

2 販路開拓
◆ビジネスマッチングサイト
　～京都商談ナビ～
　対面式の営業や新規販路開拓が難しい現在、府内中小企
業の情報発信とBtoB商談を応援するマッチングサイトを
開設します。是非、ご参加ください。
○府内中小企業登録：2020年8月下旬から随時受付
　（登録企業検索・商談機能の利用も可能）
○発注ニーズ登録：2020年10月上旬から受付開始予定
○マッチングサイト：
　https://kyobusi.kyoto

◆「京の食」バーチャル展示会・商談会
　～KYOTO FOOD MESSE 2020～
　食に関する分野について、Withコロナ社会の新た
な販路開拓を視野に入れたバーチャル展示商談会を
開催します。是非、ご来場ください。
○開催時期：2020年10月26日～30日
○出展企業：府内の食品関連企業

（製造・加工・卸売など）30社程度
○バーチャルサイト：
　https://vp.kyoto
　（10月20日頃オープン予定）

お問合せ先／（公財）京都産業21 事業支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：market@ki21.jp

◆京都府 新型コロナウイルス感染症対策危機克服会議への参画
　「ＷＩＴＨコロナ」「ＰＯＳＴコロナ」社会を見据えた施策展開の羅針盤となる京都府における産業振興戦略を策定
するため、当財団も参画し、「商店街・小売業」「ものづくり産業」「伝統産業」「観光関連産業」「食関連産業」の５分
野において検討が進められています。
○各分野の議論概要は京都府のホームページで公開される予定です。


